
                  会 員 71 名中  53 名出席 出席率 74.65%  

修 正 60 名出席      出席率 84.51%  

ﾒｲｸｱｯﾌﾟ 7 名 

例会場：クーラクーリアンテサンパレス 福島市上町 4-30 ／ 開催日：毎週水曜日 12 時 30 分 

◆会長挨拶   菅野 良二 会長                     
会長挨拶させて頂きます。 

2 月 14 日〜18 日(4 泊 5 日)でフィリピン・セブ島に行って参りました。セブロータリー

クラブとの友好クラブ締結式、グローバル補助金での女子高校支援の高校を表敬訪問、福

島県矢吹町出身、代表である内山順子様の (セブ国際ボランティア )NPO 法人

DAREDEMO HERO の現地事務所訪問などとても意義のある国際旅行ではなかったかと

思われます。詳しくは後ほど安斎常克国際奉仕委員長よりご説明がありますのでよろしく

お願い申し上げます。 

今日の例会を持ちましてクーラ・クーリアンテ・サンパレスからウエディング・エルティに例会会場が変わり

ますがクーラ・クーリアンテ・サンパレス様には 1996 年から今日までの 28 年間、大変お世話様になりましたこ

と感謝申し上げます。又、当クラブを担当して頂きました、武川恵様、佐藤保様、国島美由枝様にも長年にわた

って大変お世話様になりました。本当にありがとうございました。感謝申し上げます。後ほど３名の皆様には、

感謝の意味で御礼をお渡ししますのでよろしくお願いいたします。 

3 月６日は台湾から７つのロータリークラブの皆様が福島へ訪問する事となり歓迎会が第一分区事業で行われ

ることになり当クラブがホストとなり皆様には文書にて前もって連絡させて頂きました。当クラブから多くの皆

様のご参加をお願いしたいと考えております。台湾は 2011 年、東日本大震災のときには台湾の多くの皆様から

どの国よりも多くの義援金が届けられました。総額は 253 億円と言う莫大な金額で台湾人の善意がどのような形

で日本に送られ、震災復興に役たてられたか。 これは、支援した台湾人、それを受けた日本人、問わず知ってお

かねばならない情報であり私たちはこの事を後世代に伝えていかねばならない義務だと常に思っております。 

2021 年 1 月 23 日台北市の「Taipei 101 ビル」の上層階の窓に「日台友情」と言うメッセージが映し出された。 

日本台湾交流協会が主催した東日本大震災 10 年目を「日台友情年」として感謝するイベントのスタートでした。

同日の夜 10 時過ぎには蔡英文総統が自身の Twitter に日本語で「我々は世界に向けて、台湾と日本はいつまで

も、固く結ばれている隣人だと伝えたい。台湾人と日本人は、心と心で深いつながりを築いています。その絆こ

そ、台日関係の最大の原動力であります。いつまでも日本を応援しています！」と投稿されました。私はその文

書を読んでとても胸が張りつくばかりの感動を得たことを覚えています。 

そんな意味で 3 月６日、台湾から７つのロータリークラブの皆様をここに居る皆さんと一緒にお向かいしなが

ら感謝の気持ちで楽しいひと時を過ごしたいと思っておりますので是非、1 人でも多くの皆様のご参加をお願い

申し上げまして会長挨拶とさせて頂きます。 

ありがとうございました。 

「古関裕而のまち音楽の祭

典」が月１１日音楽堂大ホー

ルで開催され、福島南ロータ

リークラブから１１名参加し

ました。 

 

 

第 25 回例会 

2024.2.28  



 

 

◆新会員入会式    内田 恵さん                               

          

新入会員の内田恵さんの新

会員入会式がありました。 

昨年１０月に株式会社エイ

タックの代表取締役に就任さ

れました。 

 カウンセラーは齋藤ミヨさ

んで、所属委員会は親睦活動

委員会です。 

 

 

◆国際奉仕旅行の報告   国際奉仕委員会 安斎 常克 委員長                        

安斎常克団長から、セブロータリークラブの研修訪問について報告がありました。グロ

ーバル補助金を利用して、フィリピンの女子高にパソコンを贈呈することになりました。

また、セブロータリークラブと友好クラブの調印をしました。これから友好を深め、お互

いに周年事業のときなどに訪問できればと考えております。 

 

◆ガバナー補佐スピーチ 県北第１分区ガバナー補佐 安部敏弘 様                

郡山アーバン RC と郡山コスモス RC の合併、今年度上期の会員数の推移について説

明されました。(2025-26 年度)泉田征慶(ゆきたか)ガバナー年度の県北第一分区のガバ

ナー補佐は、福島RCの相良元章会員が推薦されることになっているとの報告がありま

した。県北第一分区の分区事業について説明がありました。そして、最後にロータリ

ーの特別月間、今月は「平和と紛争予防/紛争解決月間」です。ウクライナやパレスチ

ナに争いのない平和な日々が一日でも早く来ることを願いつつ、ロータリーで平和を

築く機会を模索して参りましょうと締めくくられました。 

 

♦クーラクーリアンテ・サンパレスのスタッフへ感謝と御礼                           

福島南ロータリークラブを担当していただいた武川様・佐藤様・國嶋

様に対して、菅野会長から御礼を申し上げました。スタッフの皆様から

は挨拶をいただきました。クーラ・クーリアンテ・サンパレス様には２

８年という長い間、福島南ロータリークラブの会場として利用させてい

ただき、大変お世話になりました。 

 

7/1年初 12月末

RI2530会員数 2,168 172 7.9% 2,197 183 8.3% ＋ 29

県北第一分区 349 32 9.2% 358 37 10.3% ＋ 9

県北第一分区＋1.3％ 県北第一分区＋2.0％

内女性会員 内女性会員 会員増減


